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in
東
京
）
へ
参
加

制
度
化
見
据
え
、
業
界
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
推
進

「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
更
新
研
修
（
ふ
く
せ
ん
認
定
）」
ス
タ
ー
ト
！

　

開
会
に
当
た
り
、
岩
元
理
事
長
は
、「
介
護
保
険

制
度
等
の
改
正
へ
の
対
応
と
は
別
に
、“
弛た
ゆ

み
な
い

努
力
”
が
必
要
な
の
が
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
資

質
の
向
上
。
そ
れ
は
本
会
の
基
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

も
い
え
る
。
各
方
面
の
協
力
も
あ
り
、
制
度
化
に
向

け
た
具
体
的
な
第
一
歩
と
し
て
、
更
新
研
修
が
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
そ
の
意
義
と
内
容
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
お
伝
え
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
「
職
能
団
体
で
あ
る
本
会
が
認
定
制
度
を
ス
タ
ー

ト
し
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
資
格
制
度
に
先
鞭

を
つ
け
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
」
と
語
っ
た
の
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
白
澤
政
和
氏
（
略
歴

は
次
頁
を
参
照
）。

　

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
様
々
な
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
。
要
素
は
大
き
く
２
つ
。
１
つ
は
ハ
ー

ド
面
で
あ
る
福
祉
用
具
の
開
発
・
改
良
。
も
う
１
つ

は
、
そ
れ
を
効
果
的
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ

け
る
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
専
門
性
の
向
上
だ
。

　

現
行
制
度
で
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
な
る

た
め
の
法
定
講
習
は
50
時
間
。
修
了
後
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ

と
自
己
研
鑽
の
み
で
あ
る
。
専
門
職
と
し
て
求
め
ら

れ
る
役
割
と
担
う
責
任
の
大
き
さ
に
比
す
れ
ば
、
不

十
分
感
は
否
め
な
い
。
そ
こ
に
誕
生
し
た
の
が
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
更
新
研
修
（
ふ
く
せ
ん
認
定
）
で

あ
る
。

去
る
10
月
10
日
、Ｈ
．Ｃ
．Ｒ
．（
国
際
福
祉
機
器
展
）
２
０
１
８
初
日
、恒
例
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
「
よ
り
専
門
的
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
」
と
な
る

た
め
の
研
修
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
更
新
研
修
（
ふ
く
せ
ん
認
定
）」。
２
０
１
８
年
度
下
期
か
ら
各
地
で

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
研
修
の
意
義
に
つ
い
て
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
、
貸
与
事
業
者
、
研
修
機
関
の
方
々

に
紹
介
し
た
。

2018 年 10 月 10 日（水）〜 12 日（金）に開催された「国際福祉機器展
H.C.R.2018」。天候にも恵まれ、事業者やご利用者などで盛況となりました。
３日間の来場者数は、延べ 119,452 人。本会のブースでは、パンフレット・
資料の掲示、配布、書籍販売のほか、賛助会員各社の協力のもと、スタンプラ
リーを開催しました。ご来場、ご協力ありがとうございました。

岩元 文雄（いわもと ふみお）氏
本会理事長

「専門職としての知識の向上に
対する“歩み”は、どんなこと
があっても止めてはいけない」

“
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
”

輩
出
に
向
け
た
認
定
研
修



◆
受
講
要
件
◆

（
原
則
と
し
て
）
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
取
得
後
３
年
以
上

の
実
務
経
験
を
持
つ
者

自
身
が
担
当
し
た
事
例
（
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
等
）

を
提
出
す
る
こ
と

◆
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
◆

【
一
日
目
】
●

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

●

福
祉
用
具
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役
割

●

介
護
保
険
制
度
の
最
近
の
動
向

●

高
齢
者
の
医
療
・
介
護
に
関
す
る
知
識

●

福
祉
用
具
お
よ
び
住
宅
改
修
に
関
す
る
知
識
・
技
術

【
二
日
目
】
●

業
務
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
知
識
・
技
術

【
三
日
目
】
●

総
合
演
習

◆
研
修
の
効
果
・
役
割
◆

３年 ６年 ９年
経験年数

熟練度

日々の経験を通
じて業務のスキ
ルが向上し熟練
度が上がる

業務スキルについて、更新時
（３年ごと）に熟練度が上がっ
ていることを確認する業

務
ス
キ
ル

３年 ６年 ９年
経験年数

知
識

50時間研修後の知識

50
時
間
研
修

◀最新の知見
更
新
研
修

更
新
研
修

更
新
研
修

（自己学習していない場
合）保有している知識と
最新の知見との間に生じ
るギャップ　を、更新研修
によりキャッチアップする

今後さらに期待される知識・能力

専門性の高い知識・能力

基本的な知識・能力 ※指定講習修了

実務経験＋更新研修
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東畠 弘子（ひがしはた ひろこ）氏

本会理事
国際医療福祉大学大学院 
教授

　

平
成
25
年
介
護
保
険
部
会
の
「
人

員
基
準
で
２
名
配
置
さ
れ
る
う
ち
の

少
な
く
と
も
１
名
を
“
よ
り
専
門
的

知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
”
と
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
は
」
と
い
う
意

見
を
受
け
て
、
日
本
福
祉
用
具
供
給

協
会
が
平
成
26
年
度
厚
生
労
働
省
老

人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
で
行
っ
た
検
討
の
結
果
が
「
研
修

の
目
的
・
位
置
づ
け
」
で
あ
る
。

　

本
会
の
更
新
研
修
制
度
の
作
業
部
会
委
員
長
を
務
め
た
渡

邉
愼
一
氏
に
よ
れ
ば
「
実
務
を
こ
な

す
中
で
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く

イ
メ
ー
ジ
を
表
し
た
。
あ
え
て
大
き

く
３
段
階
に
分
け
て
い
る
の
は
、
実

行
性
を
担
保
す
る
た
め
」。
い
き
な

り
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
す
と
、
研
修

時
間
は
長
く
な
り
、
試
験
の
難
易
度

も
上
が
る
。
更
新
研
修
で
、
ま
ず
一

段
階
目
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

２
人
に
１
人
と
い
わ
ず
、
将
来
的
に

は
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
全
員
を
引
き
上
げ
る
構
想
だ
。
ま

ず
、
初
年
度
は
、
１
０
０
０
名
の
修
了
者
を
目
指
し
、
更
新

研
修
修
了
者

＝イ
コ
ー
ルよ
り
高
い
専

門
性
を
持
つ
福

祉
用
具
専
門
相

談
員
と
の
位
置

づ
け
を
明
確
な

も
の
と
す
る
。

　
「
多
く
の
新
製
品
や
新
機
能
を
理
解
し
た
上
で
、
ご
利
用
者

に
合
わ
せ
た
選
定
提
案
が
で
き
る
か
。
ご
利
用
者
の
み
な
ら

ず
、
多
職
種
の
方
々
に
対
し
て
も
分
か
り
や
す
い
説
明
が
で

き
る
か
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
重
視
す
べ
き
専
門
性
で

あ
る
提
案
能
力
を
培
う
、
こ
れ
が
20
時
間
の
更
新
研
修
の
目

的
」
と
語
る
の
は
東
畠
弘
子
氏
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
講
義
だ
け
で
な
く
、
演
習
に
重
点
を
お

い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
事
例
を

も
と
に
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行

い
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
な
ど
で
、
提
案
、
説
明
す
る
能

力
を
養
う
。
そ
こ
で
確
認
し
、
目
指
す
レ
ベ
ル
は
、
専
門
職

と
し
て
「
当
然
求
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
」（
東
畠
氏
）。

　

今
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て
の
「
見
え
る
化
」
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
に

お
け
る
「
見
え
る
化
」
の
初
手
は
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
作
成
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
全
国
平
均
貸
与
価
格
や
複

数
提
案
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
本
会

で
は
「
選
定
提
案
」
様
式
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業

務
プ
ロ
セ
ス
を
、
効
果
的
・
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ

な
げ
る
の
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
積
み
上
げ
た
専
門
的
知
識

“
受
け
る
”
の
で
は
な
く
“
参
加
”
し
て

高
レ
ベ
ル
の
提
案
能
力
を
獲
得

渡邉 愼一（わたなべ しんいち）氏 

本会理事
一般社団法人神奈川県
作業療法士会 顧問

白澤 政和（しらさわ まさかず）氏
本会理事
桜美林大学大学院
老年学研究科教授
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H.C.R.2018ワークショップ／指定講習機関向け説明会／ブロック長会議

と
経
験
。
し
か
し
、
経
験
を
積
む
こ
と
で
現
れ
る
懸
念
材
料

も
あ
る
と
渡
邉
氏
は
指
摘
す
る
。「
経
験
を
積
む
ほ
ど
に
、サ
ー

ビ
ス
内
容
や
手
法
な
ど
が
我
流
に
な
り
や
す
い
。
こ
れ
は
修

正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ス
ペ
ッ
ク
が
高
く
な
っ

た
り
、
新
し
い
福
祉
用
具
が
誕
生
し
た
り
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド

や
情
報
量
に
対
応
す
る
た
め
に
も
定
期
的
な
更
新
研
修
が
必

要
に
な
る
」（
渡
邉
氏
）。

　

神
智
淳
氏
は
研
修
を
開
催
す
る
教
育
機
関
の
立
場
か
ら
課

題
を
提
起
。「
実
務
３
年
の
方
も
10
年
以
上
の
経
験
豊
富
な
方

も
満
足
す
る
よ
う
な
深
い
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
も
っ
た
講

師
が
必
要
」（
神
氏
）。
当
面
は
、
Ｐ
Ｔ
や
Ｏ
Ｔ
が
講
師
を
務

め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
長
期
的
な
教
育
体
制
の
構
築
を
考

え
れ
ば
、
そ
の
地
域

の
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
の
活
躍
が
望
ま

れ
る
。
具
体
的
な
候

補
と
し
て
は
、
本
会

が
養
成
・
認
定
す
る

Ｓス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

Ｖ
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
神
氏
は
、

実
務
を
こ
な
し
な
が

ら
で
も
参
加
し
や
す

い
よ
う
、
周
辺
地
域

で
受
講
で
き
る
よ
う

な
環
境
が
望
ま
れ
る

と
し
た
。
各
教

育
機
関
に
は
、

指
導
内
容
だ
け

で
な
く
、
講
師

の
支
援
に
つ
い

て
も
網
羅
し
て

い
る
指
導
要
領
の
活
用
を
奨
励
し
た
。

　

岩
元
理
事
長
は
、「
我
々
が
今
後
、
も
う
一
段
階
段
を
上
が

る
た
め
に
も
、
今
が
ど
う
し
て
も
は
ず
せ
な
い
ス
タ
ー
ト
の

タ
イ
ミ
ン
グ
。
介
護
保
険
の
改
正
で
は
、
各
所
に
“
さ
ら
な

る
専
門
性
”
を
求
め
る
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
た
。
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
が
そ
の
流
れ
に
し
っ
か
り
の
る
た
め
、
こ
こ

で
体
制
を
固
め
た
い
」
と
各
方
面
へ
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

説
明
会
に
続
い
て
開
催
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
で
、
岩

元
理
事
長
は
、「
更
新
研
修

の
開
催
に
は
、
各
県
ブ
ロ
ッ

ク
の
協
力
が
不
可
欠
。
今
年

度
中
が
難
し
く
と
も
、
来
年

度
開
催
に
向
け
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
、
行

政
へ
の
働
き
か
け
や
集
客
に

あ
た
っ
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
っ
た
。

松本 琢麿（まつもと たくま）氏
厚生労働省老健局
高齢者支援課
福祉用具・住宅改修指導官

神 智淳（じん とみあつ）氏 

お茶の水ケアサービス
学院学院長

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
機
関
向
け
平
成
30
年
度
介
護
保
険
制
度
改
正
説
明
会

平
成
30
年
度
第
２
回
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議

　

同
日
14
時
30
分
か
ら
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習

機
関
な
ど
を
対
象
と
し
、
介
護
保
険
制
度
改
正
内
容
の
説
明
会

を
開
催
し
た
。
基
調
講
演
を
行
っ
た
松
本
琢
麿
氏
は
、「
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
は
福
祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
セ
ン

タ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
。
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
等
の

観
点
か
ら
も
、
福
祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
行

わ
れ
、
ご
利
用
者
の
自
立
や
介
護
負
担
の
軽
減
な
ど
が
成
さ
れ

る
こ
と
の
意
義
・
効
果
は
大
変
大
き
い
。
貸
与
価
格
へ
の
対
応

や
軽
度
者
へ
の
貸
与
等
、
多
職
種
連
携
な
ど
、
課
さ
れ
る
課
題

は
多
い
が
、
そ
の
活
躍
に
注
目
・
期
待
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

充
実
し
た
研
修
内
容
で
全
国
展
開

業
界
全
体
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を

▲写真上：白澤政和氏（前掲）「福祉用具専門
相談員更新研修（ふくせん認定）に関する調査・
研究の報告について」
▼写真下（右）：照井言彦氏（中央法規出版株
式会社）「福祉用具専門相談員研修関連テキス
トについて」
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ふくせん新様式「選定提案」に完全対応！

『
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
更
新
研
修

（
ふ
く
せ
ん
研
修
）
テ
キ
ス
ト
』

２
０
１
９
年
１
月
10
日
発
行
！

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
更
新
研
修
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
準
拠
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
法

２
０
１
８
年
改
正
に
と
も
な
う
サ
ー
ビ
ス
計

画
書
の
様
式
変
更
に
も
対
応
。

◆
事
務
局
よ
り
◆

B ５判 226 頁
税込価格 3,240 円

『福祉用具サービス計画
 作成ガイドブック 第２版』

好評発売中 !!

4

２
０
１
９
年
度
下
半
期
研
修
会
等
開
催
実
績

お
よ
び
今
後
の
予
定

◆
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
更
新
研
修
◆

東
京
：
11
／
27
〜
29
（
火
・
水
・
木
）　
※

富
山
：
12
／
13
〜
15
（
木
・
金
・
土
）　
※

大
阪
：
12
／
20
〜
22
（
木
・
金
・
土
）　
※

〈
２
０
１
９
年
〉

神
奈
川
：
３
／
５
（
火
）・
19
（
火
）・
28
（
木
）

大
阪
：
３
／
14
〜
16
（
木
・
金
・
土
）

　
右
記
の
ほ
か
、
新
潟
県
、
宮
城
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、

京
都
府
、
鳥
取
県
、
広
島
県
、
鹿
児
島
県
な
ど
で
開
催
を

検
討
中
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
も
随
時
検
討
。

◆
リ
フ
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
◆

滋
賀
県
ブ
ロ
ッ
ク
：
11
／
30
・
12
／
１
（
金
・
土
）　
※

新
潟
県
ブ
ロ
ッ
ク
：
12
／
14
・
15
（
金
・
土
）　
※

鹿
児
島
県
ブ
ロ
ッ
ク
：
12
／
15
・
16
（
土
・
日
）　
※

◆
Ｓ
Ｖ
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）
養
成
研
修
◆

東
京
：
12
／
7
・
８
（
金
・
土
）　
※

情報はふくせんＨＰで！ ＊随時更新しております。

http://www.zfssk.com/event/index.php

※
…
発
行
日
現
在
開
催
済


